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中長期の方向性（案） 2

○「脱平均」
①尖った才能を持つ人材を育てる。
②尖った人・企業がチャレンジしやすい環境を整備する。
③尖った人・企業をサポートする（特に若者へのコネ・金・信用の面からの支
援）。

○「融合」
①個性、アイディアが出合う場としてのプラットフォームを整備・活用する。
②関与や分配が明確になる協業の仕組みを作る。
③リソースを有効に活用して実質的なオープンイノベーションを加速する。

○「共感」
①共感を通じた価値の実現を円滑化する。
②「共感」を生みやすくする手法や人材を活用する。
③調達など実際の経済活動において、共感が取引価格に反映される例を増やす。
④「共感」を意識した新しい知財システムを作る。
⑤「世界からの共感」を軸としてクールジャパン戦略を再構築し、国全体のブ
ランディング戦略を強化する。


